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定期総会・懇親会の日程

札幌全日空ホテルへのアクセス（http://www.anahotel-sapporo.co.jp/access/）

同窓会定期総会・懇親会のご案内
～札幌全日空ホテルにて開催～

写真提供：写真工房ピクセル・グラフィックス

　北星学園大学定期総会・懇親会のご案内をする時期となりました。

　今年は札幌全日空ホテルにて開催いたします。総会後の懇親会で

は、招待教員のお話や学長からの大学・短大部の近況報告、今年度

の同窓会奨励生の挨拶、各支部からの報告も行われます。また、現

職の教職員も多数出席予定ですので、お世話になった先生方との楽

しい歓談の時が持てると思います。

　そして、例年好評の在学生のサークルによるアトラクションを今

年も予定していますのでお楽しみに。

　なお、出席する教職員については、９月下旬以降大学 HP の同窓
会ページにて随時お知らせしますのでご確認ください。

　今年も参加される皆様に、往時を懐かしむ時間を過ごしていただ

けるよう、準備を進めていきます

ので、普段なかなか会えない同窓

生との再会・交流の場となればと

思います。ぜひ、同期などの友人

もお誘いあわせの上、ご参加くだ

さい。多くの方のご参加をお待ち

しております。

10月15日（土）
札幌全日空ホテル  
定期総会：「白樺（しらかば）」23階［着席式］
懇 親 会：「  鳳 （おおとり）」  3階［着席式］
（〒060－0003 札幌市中央区北 3条西1丁目2－9）
TEL： 011－221－4411　FAX： 011－222－7624
　　　　 　　　　　　　　　　

3,000 円（税込）　　　　 　　　　　　　　　　
　同封の葉書の“出席”に○をつけてご投函くださるか、大学
HPの「同窓会ページ」からも申込みが可能になりました。ご利用
ください。ご欠席の連絡は不要です。
申込み期限：9月30日（金）
※着席式で企画していますので、必ず申し込みをお願いいたします。

定期総会／午後　4 時 30 分
懇 親 会／午後　5 時 30 分

日　時

会　場

会　費

酒井　玲子 先生
　酒井先生は、1965（昭和40）年から20年間、北星学園幼稚園教諭・保母養成
所で勤務され、 北星学園大学には1986（昭和61）年に文学部教員として着任さ
れました。その後、2002（平成14）年に設置した「心理・
応用コミュニケーション学科」の学科長としてご尽力いた

だきました。在職中は「教育原理」「幼児保育論」「教育

実習」などの科目をご担当され、2011年３月に退職されま
した。同年４月からは本学園の学園長に就任され、現在に
至っています。また、2011年６月には、名誉教授の称号を
授与されました。

招待教員のご紹介

申込方法

　今年も各支部にて、総会・懇親会が開催されます。

　札幌で10月15日（土）に行われる総会・懇親会に都合で参加できない方や

地方にお住まいの方はぜひお越しください。札幌の総会・懇親会には、ど

の地区の方も出席可能です。

●旭川支部　支部長代理の西岡さん（0166－73－4531）
●北見支部　北見支部の関口さん　（0157－22－4015）
●帯広支部　支部長の樋渡さん　　（0155－49－2800）
●釧路支部　支部長の櫛部さん
         　　　（一般社団法人 釧路社会的企業創造協議会 TEL. 0154－25－0288）
●函館支部　支部長の畑中さん　　（0138－46－2537）
●東京支部　支部長の遠田さん　　（04－2949－6726）
●千歳支部　支部長の二ツ川さん　（0123－24－8242）

各支部連絡先

各支部　総会・懇親会スケジュール　（一部終了した支部もございます。）
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【電車でお越しの場合】〈J R の 場 合〉JR［札幌駅」下車→東改札口を右へ出て札幌駅南口より徒歩7分
　　　　　　　　　　 〈地下鉄の場合〉地下鉄南北線／東豊線「さっぽろ駅」下車→　   番出口より徒歩1分
【新千歳空港からお越しの場合】〈JRの場合〉JR千歳線 ［新千歳空港駅」より「快速エアポート」→「札幌駅」へ (37分 )
　　　　　　　　　　　　　　 〈空港連絡バスの場合〉空港連絡バス (北都交通・中央バス )
                                                                                                          札幌都心行き→『札幌全日空ホテル前』下車 (約 70分 )
【車でお越しの場合】札樽自動車道「札幌北インター」より約20分
                                        ※駐車場は創成川通り沿い (南から北上するルート①)に入口がございます。
【駐車場のご案内】駐車場 (予約不要／地下2階、地下3階 )  収容可能な車のサイズ……高さ：1.9m
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各支部総会・懇親会のお知らせ
会　場
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アートホテルズ旭川（予定）

アルカディア市ヶ谷
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※終了しました。

支部名

北見支部

釧路支部

帯広支部

函館支部

旭川支部

東京支部

千歳支部

※設立30周年を迎えました。
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北星学園大学同窓会
札幌市厚別区大谷地西２－３－１
　      TEL（０１１）８９１ー２７３１ 
発行責任者　松　倉　　千　春
編集責任者　事務局編集委員
　　　　　  印刷　北海道リハビリー
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新企画プロジェクト委員会 20周年を迎えて　～これまでの歩み～

５月

９月

10月

12月

5月

９月

10月

12月

5月

９月

オペラコンサート
「オペラって本当はすご～く楽しい」

伊藤康英（バリトン・藤原歌劇団）、
　　　　　 　　札幌オペラスタジオ

日本フィルハーモニー交響楽団演奏会　
田村昭博（ヴァイオリン）、大貫聖子（ヴァイオ   
リン）、佐藤玲子（ヴィオラ）、山田智樹（チェロ）、             
福川暢陽（ホルン）

講演会「笑いと涙」　　　  　  
作家　五木寛之

チャペルコンサート
「土田英順とすてきな仲間たち」

   土田英順（チェロ）、石原ゆかり（ヴァイオリン）、  
   山下暁子（ヴァイオリン）、鈴木祐治（コントラバ
　ス）、遠藤幸男（ヴィオラ）

オペラコンサート
「オペラ・OPERA・おぺら in北星No.5」
　　　　　       羽淵浩樹（バリトン・藤原歌劇団）、
 　　　　　      札幌オペラスタジオ

日本フィル室内弦楽四重奏団演奏会
松本克巳（ヴァイオリン）、中谷郁子（ヴァイオリン）、
後藤悠仁（ヴィオラ）、伊堂寺聡（チェロ）

講演会「どうぶつに絵をならった」
絵本画家　あべ弘士

チャペルコンサート
「パイプオルガン～やすらぎの調べ～」

　 米本悦子（本学チャペル専属オルガニスト）

オペラコンサート
「オペラ・OPERA・おぺら in北星No.6」

札幌オペラスタジオ

クラシック＆ジャズコンサート
「クラリネット・渡部大三郎と音楽仲間」
渡部大三郎（クラリネット）、グレブ・ニキチン (ヴァ
イオリン）、土肥睦子（ピアノ）、瀬尾高志（ベース）、
竹村一哲（ドラム）、齋藤桃子（ピアノ）

10月

12月

５月

９月

10月

12月

5月

9月

10月

12月

5月

講演会「フォトジャーナリストの眼～僕の
出会った人々～」

写真家　長倉洋海

チャペルコンサート
「地平線の音楽～馬頭琴と喉歌のコンサート～」
　　嵯峨治彦（馬頭琴・喉歌）、星　直樹（ギター）、
　　たなかたかこ（語り）

オペラコンサート
「オペラ・OPERA・おぺらin北星No.7」

柴山昌宣（バリトン・藤原歌劇団）、
　　　　　　　 札幌オペラスタジオ

日本フィル弦楽四重奏団演奏会
松本克巳（ヴァイオリン）、九鬼明子（ヴァイオリン）、
後藤悠仁（ヴィオラ）、伊堂寺聡（チェロ）

講演会「命を見つめる時」
作家　田口ランディ

チャペルコンサート
「Zum Advent～アドベントによせて～」
大平由美子（ピアノ）、フリーデリケ・キーンレ（チェロ）

オペラコンサート
「オペラ・OPERA・おぺらin北星No.8」

望月光貴（テノール・藤原歌劇団）、
                      札幌オペラスタジオ

オータムコンサート「室内楽の愉しみ～
フルートと弦楽三重奏の調べ」
　山崎　衆（フルート）、鎌田　泉（ヴァイオリン）、
　廣狩理栄（チェロ）、廣狩　亮（ヴィオラ）

講演会「もう一度考えたいことばの力」
山根基世 元NHKアナウンサー・「ことばの杜」代表

クリスマスコンサート「情熱のジプシー音楽」
　後藤ミホコ　（アコーディオン）

オペラコンサート
「オペラ・OPERA・おぺらin北星No.9」
小貫岩夫（テノール・二期会）、札幌オペラスタジオ
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オータムコンサート
「バロックの調べとアメリカンメロディー」
前田朋子（ピアノ・チェンバロ）、小林瑠衣・田島理恵（ヴァ
イオリン）、立花雅和（フルート）、石黒　玲（ファゴット）

講演会「求めない・受け入れる・バランス」
詩人・墨彩画家　加島祥造

クリスマスコンサート「アドベントの祈り～
メランコリーフィンランド＆Ｊ.ブラームス～」
　駒ヶ嶺ゆかり（メゾソプラノ）、物部憲一（ヴィオラ）、
　水月恵美子（ピアノ）

オペラコンサート
「オペラ・OPERA・おぺらin北星No.10」

岡本泰寛（テノール・東京二期会）、
  　　　　　　  札幌オペラスタジオ

講演会「人生を愛することは、平和を作ること」
彫刻家　安田　侃

オータムコンサート「超絶技巧のカスタネット
＆打楽器・ヴァイオリン・ピアノの響き」
真貝祐司（カスタネット＆打楽器）、山本聖子（ヴァイ
オリン）、小杉　恵（ピアノ）

クリスマスコンサート「アドベントの祈り～
ブクステフーデとヘンデルの賛美～」
　駒ヶ嶺ゆかり（メゾソプラノ）、物部憲一（ヴィオラ）、
　米山浩子（パイプオルガン）

スプリングコンサート「アコーディオンは、
たった一人のオーケストラ」

後藤ミホコ　（アコーディオン）

オータムコンサート「空の声、風の記憶」
　　　嵯峨治彦（馬頭琴、喉歌）、たなかたかこ（朗読）、
　　　慧奏（ピアノ他）、えま（ボーカル他）

講演会「現代人の生き方や命について」
作家　田口ランディ、ソーシャルワーカー　向谷内生良

クリスマスコンサート　
「古楽器によるバロック音楽の典雅な響き」

ムジカ・アンティカ・サッポロ
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スプリングコンサート
　　　盛田　恵（ヴァイオリン）、岡田ミサコ（ピアノ）、
　　　加美みき（ソプラノ）

オータムコンサート「秋風にのせて」
石川祐支（チェロ）、大平由美子（ピアノ）

講演会「原発と平和の在り方について」
作家　池澤夏樹

クリスマスコンサート
「Ｆ・シューベルト『冬の旅』全曲」

駒ヶ嶺ゆかり（メゾソプラノ）、作間令子（ピアノ）

スプリングコンサート
「パイプオルガン、その知られざる可能性…」
 平中弓弦（デンマーク国教会コペンハーゲン司教管区
　　　　　 教会オルガニスト）

オータムコンサート「アメージング・ジャズ～
秋の午後のひととき～」
　　　　    蛇池雅人（サックス）、長沼タツル（ギター）、
　 　　　   山下泰司（ピアノ）

講演会「もしも、詩があったら」
作家　アーサー・ビナード

クリスマスコンサート「ギター名曲でめぐる
世界の旅～ロマン派から現代まで」

宮下祥子（ギター）

HBC少年少女合唱団チャペルコンサート
HBC少年少女合唱団シニアクラス

講演会「知らない世界の話をしよう」（予定）
作家・南極料理人　西村　淳

パイプオルガンコンサート 「ドイツ・オルガ
ン音楽の伝統 バロック～ロマン派～現代 」

（予定）
保田紀子（元松本市音楽文化ホール専属オルガニスト）

フルートコンサート「ウィーンの薫り」（予定）
工藤重典（フルート）、工藤セシリア（ピアノ）
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新企画プロジェクト委員会は設立 20周年を迎えました！
　新企画プロジェクト委員会は、月1回の例会を持ち、毎年数回のチャペルコンサートや講演会を企画・開催してきました。
これからも地域に喜ばれる大学として、イベントを継続していく予定です。今後とも皆さまのお力添えをお願いいたします。
　なお、今号では設立11年目の2006年から2016年までの活動を紹介します。
活動開始から2005年までの10年間の活動については、「大谷地だより」53号（2006年 3月発行）に掲載しました。
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え
て

第
55
回
大
学
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
松
本
　
美
羽

10 月 9 日（日）～
　　 10日（月・祝）

６
月
16
日
（
木
）
の
「
北
星
学
」

と
い
う
授
業
で
松
倉
千
春
同
窓
会

長
が
臨
時
講
師
と
し
て
招
か
れ
ま

し
た
。「
北
星
学
」は
大
学
共
通
科

目
の
総
合
講
義
と
し
て
前
期
木
曜

日
の
３
講
目
に
開
講
さ
れ
、
北
星

学
園
の
歴
史
や
精
神
を
学
ぶ
授
業

で
す
。
学
園
や
大
学
に
関
係
の
深

い
方
々
を
講
師
と
し
て
お
よ
び
し

て
お
り
、
今
回
松
倉
会
長
に
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

松
倉
会
長
は
、
履
修
者
約

４
０
０
名
を
前
に
、「
卒
業
生
か

ら
見
た
北
星
学
園
大
学
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
在
学
当
時
の
学
生
生
活

の
様
子
や
同
窓
会
の
現
状
、
各
支

部
紹
介
、
在
学
生
へ
の
支
援
活
動

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
多
く
の
在
学
生
と
同
窓

会
が
触
れ
合
う
機
会
は
大
変
貴
重

で
あ
り
、
今
後
の
大
学
へ
の
支
援

事
業
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
集
め

る
た
め
、
今
回
初
め
て
「
同
窓
会

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
履
修

生
に
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
は
次
号
大
谷
地
だ
よ
り

（
2
0
1
7
年
３
月
発
行
号
）
で

会
員
の
皆
様
に
ご
報
告
す
る
予
定

で
す
。

「
北
星
学
」
で
松
倉
会
長
が
臨
時
講
師

今
年
度
の
体
育
祭
は
天
候
に
あ

ま
り
恵
ま
れ
ず
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

中
止
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
無
事
予
定
通
り
の
日
程
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
競
技

で
は
、
特
に
大
き
な
問
題
も
な
く

責
任
者
共
々
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

ソフトボールの試合風景（右奥に見えるのが、7 階建ての新 C 館）

ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
ま
し

た
。
し
か
し
大
き
な
問
題
も
な
く

体
育
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
て

一
安
心
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆

様
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
体
育

祭
に
す
る
た
め
に
、
我
々
大
学
祭

実
行
委
員
一
同
、
今
年
の
成
果
を

も
と
に
、
よ
り
円
滑
な
運
営
を
目

指
し
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

Ｃ館 50周年記念ホールで講師を務める松倉会長（ステージ右の演台は同窓会より寄贈）
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後期募集講座一覧2016年度

　社会に門戸を開放し、卒業生、一般社会人、在学生がともに学ぶための生涯学習プロ
グラムです。「語学」や「資格取得」のカテゴリーで多彩な講座を開講いたします。
　久しぶりに懐かしいキャンパスで、学ぶ喜びを再び思い出してみませんか。

開 講 日：10月15日（土）より順次開講します。
申込期間： 8月 27日（土）～9月12日（月）
申込方法：講義内容や日程等をホームページ（http://www.open.hokusei.ac.jp/)で
　　　　　ご確認の上、ウェブサイトからお申し込みください。
　ホームページをご覧いただけない場合は、案内書をお電話にてご請求ください。無料で送付い
たします。巻末の申込用紙をご利用ください。申込結果通知は9月15日頃に、お申し込みいただ
いた方全員へ郵送いたします。その後、期限内に受講料を銀行振込みにてお支払いください。

社会連携センター（社会連携課　Ｃ館１階）
電話／（代表）011－891－2731　　

平日／8：45－17：00（11：30－12：30を除く）土曜・日曜・祝日／休み

＊卒業生には受講料割引制度が適用されます。（一部除外の講座もあります。）

＊在学生限定講座は除いてあります。

＊前期から継続している語学講座では、一部空きが少ないクラスがあります。

＊下記一覧の内容につきましては、変更の可能性があります。

お問合せ先

■ 後期募集講座一覧

語 学

資格 取 得

ビジネス・
社 会 連 携

講 座 N o .

100111

101121

101151

101211

101251

101311

101321

101431

101441

101511

101531

110121

110131

110321

110381

110420

110455

110460

110481

110631

110701

110711

130211

150211

140800

144010

144022

211302

211402

252000

253000

412001

講　座　名

はじめての英会話

英会話入門（キフ先生）

英会話入門（バロー先生）

英会話初級（ボゼア先生）

英会話初級（ハリー先生）

英会話中級Ⅰ（ハリー先生）

英会話中級Ⅰ（バーンズ先生）

英会話中級Ⅱ（マロック先生）

英会話中級Ⅱ（カートニー先生）

英会話上級（ホイット先生）

英会話上級（バロー先生）

ドイツ語入門

ドイツ語初級

中国語入門

実用中国語

ハングル入門

ハングル中級Ⅰ

ハングル中級Ⅱ

ハングル上級・応用編

ラテン語入門

スペイン語入門Ⅰ

スペイン語入門Ⅱ

Travel English Plus 

Speaking English With a Foreigner

Study and Test Skills（英検準１級／高レベ
ルTOEFL など）

シニアのための再チャレンジ英会話

フレーズで覚えるやさしい英会話

Word 2010　スペシャリスト

Excel 2010　スペシャリスト

3級 FP技能士資格対策

色彩検定3級

儲かる会社を作ろう

ハリー　チャドウィック

クリストファー　サイモンズ

スティーブン　バロー

アラン　ボゼア

ハリー　チャドウィック

ハリー　チャドウィック

ブライアン　バーンズ

アラン　マロック

クリストファー　カートニー

ティモシー　ホイット

スティーブン　バロー

ゲーザ　オルデハーフェル

ダニエル　アーノルド

呂　　東昇

ヤン　アンナ

井上　敦子

髙島　淑郎

髙島　淑郎

チョン　クワンジャ

足立　清人

マヌエラ　ジッフォーニ

マヌエラ　ジッフォーニ

ブライアン　バーンズ

アラン　ボゼア

ブライアン　バーンズ

山岡　ゆう

山岡　ゆう

富士通マイゼミナール講師

富士通マイゼミナール講師

44カラースクール講師

増田　辰良

（本学非常勤講師）

（英会話講師）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（英会話講師）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（本学准教授）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（元　本学教授）

（元　本学教授）

（本学非常勤講師）

（本学教授）

（スペイン語講師）

（スペイン語講師）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（本学非常勤講師）

（英語講師）

（英語講師）

（本学教授）

講　　師 開講初日

10／20（木）

10／19（水）

10／15（土）

10／18（火）

10／15（土）

10／15（土）

10／15（土）

10／18（火）

10／21（金）

10／18（火）

10／15（土）

10／18（火）

10／20（木）

10／17（月）

10／20（木）

10／18（火）

10／18（火）

10／21（金）

10／15（土）

10／18（火）

10／17（月）

10／20（木）

10／18（火）

10／20（木）

10／15（土）

10／15（土）

10／18（火）

10／18（火）

11／17（木）

10／20（木）

10／18（火）

10／19（水）

時　間　帯

18：10－19：40

19：00－20：30

10：30－12：00

19：00－20：30

13：00－14：30

10：30－12：00

13：00－14：30

19：00－20：30

19：00－20：30

19：00－20：30

13：00－14：30

19：00－20：30

19：00－20：30

19：00－20：30

19：00－20：30

19：00－20：30

19：00－20：30

19：00－20：30

13：30－15：00

19：15－20：45

19：00－20：30

19：00－20：30

19：00－20：30

19：00－20：30

10：30－12：00

13：00－14：30

18：10－19：40

19：00－21：00

19：00－21：00

18：10－20：40

18：30－20：30

19：00－20：30

回　数

全12回

全10回

全10回

全14回

全 6 回

全 3 回

受　講　料

卒　15,000円
般　18,000円

卒　12,000円
般　12,000円

卒　15,000円
般　18,000円

卒　15,000円
般　18,000円
高　10,000円

卒　15,000円
般　18,000円

卒　37,700円
般　39,700円
卒　37,700円
般　39,700円
卒　28,000円
般　29,000円
卒　12,300円
般　15,900円

卒　 8,000円
般　10,000円
高　 5,000円

ＬＥＣ東京リーガルマインド講師

北星学園大学公開講座第41回

現代教育の必須アイテムを探るテーマ ̶ 子どもの明日に必要なことは？
■開講日程および講義題目（各回開催時間18：20～19：50）■会場／北星学園大学　　　　　　　　　                          後援／札幌市教育委員会

第 1回　
2016 年 9月23日（金）

演題：障害者差別解消法施行に見る共生社会をめざした教育とは
講師：田実　　潔　（本学　社会福祉学部　教授）

第 2回　
2016 年 9月30日（金）

演題：オープンデータ化と情報教育
講師：古谷　次郎　（本学　経済学部　教授）

第 3回　
2016 年10月 7日（金）

演題：子どもが学ぶ英語教育ワークショップ
講師：江口　　均　（本学　文学部　准教授）

第 4回　
2016 年10月14日（金）

演題：今、スポーツ教育に必要なこと̶自主、自立を促す指導とは
講師：掛屋　忠義　（札幌大谷高等学校教諭　バレーボール部監督）

第 5回　
2016 年10月21日（金）

演題：危機の時代の教育思想－ルソーの教育哲学から学ぶ
講師：鈴木　　剛　（本学　文学部　教授）

第 6回　
2016 年10月28日（金）

演題：18歳選挙権時代の「主権者教育」
講師：高杉　巴彦　（本学　文学部　教授）

日　　程 講義内容

※スケジュール及びタイトル等は変更になる場合があります。

申 込 方 法

■受 講 料／2,000円（全期間セット）
■定　　員／　200名（定員に達し次第締め切ります）
■申込締切／2016年9月9日（金）必着（受講料振込・申込ハガキ必着）

北星学園大学 社会連携課「公開講座」係
〒004－8631　札幌市厚別区大谷地西2丁目3番1号　電話 011－891－2731（代）

申込先

①「開催要項」を社会連携課にご請求いただき、添付の申込用ハガキに52円

　切手を貼付して、お送りいただくとともに、要項添付の本学所定振込用紙に

　て、受講料をお振り込みください。

②月～金曜日 9：00－11：30／12：30－17：00のみ、社会連携課窓口（C館

　1階）でもお申込みいただけます。事前に電話連絡のうえ、ご来室ください。
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整備された大谷地キャンパス　2016年 5月撮影

C館1・2階　50周年記念ホール

北門エントランス・カバードウォーク

センター棟1階　カフェセンター棟外観　入口の左側はオープンカフェになっています。 センター棟1階　国際ラウンジ　留学生による自国紹介の様子 センター棟2階　ラーニング・コモンズ

C館外観

　2013年７月の旧Ｃ館校舎解体から始まった大谷地キャンパス内の一連の工事が
2015年度にほぼ完了し、教育や研究環境がますます充実しました。学生たちは快適
なキャンパス内で様々な学習や活動に取り組んでいます。現在は正門周辺の改良工事
を進めており、今秋には車と歩行者が来学しやすい新しい正門が完成する予定です。
　なお、50周年記念ホールの演台やカバードウォークの周囲に咲く花々は、同窓会
からの寄付により購入させていただきました。会員の皆様にもぜひ新しくなった大
谷地キャンパスに来学していただければ幸いです。

大谷地キャンパスが生まれ変わりました。

北門エントランスとカバードウォーク　
2015 年９月完成

Ｃ館　
2015 年 3 月完成

　地下鉄大谷地駅からのアクセスの
利便性を図る「北門エントランス」と、
安全性を考慮して陽だまりロード（サ
イクリングロード）から分離した歩
行者専用通学路の「カバードウォー
ク」が完成。しらかばトンネルを抜
けると目の前に青タイルに大学名・
校章サインを配した北門エントラン
スが見えてきます。防犯効果も考慮
した明るい環境となりました。

　エントランスを中庭に面して設け、バリアフ
リーに配慮した、鉄骨構造地上７階地下１階建て
総床面積7489㎡の建物です。
　２階までの吹き抜けのホワイエ（エントラン
ス）と500名収容の50周年記念ホールは、授業
だけでなく、就職支援プログラム・公開講座・大
学祭・学会など、多目的に活用しています。
　３階には、理事長室・学長室・管理系事務室な
どを設置し、大学の管理部門の集約化と効率化

を図りました。
　４階から７階は、アクティブラーニング（参加
型授業形式）にも対応した最新のデジタルAV機
器を備え、ゼミ室を含むすべての教室にプロジェ
クターを設置しています。
　また、50周年記念ホール・ホワイエ・ラウン
ジ・教室（６・７階）に無線LANを導入し、効果
的な授業展開をサポートしています。
　環境と省エネにも配慮して、すべての照明に

センター棟リニュアール
2015 年 10 月完成

LEDを採用し、都市ガスエネルギーシステムの
導入により電力利用の抑制に貢献しています。
　また、トイレの洗浄水に井水（地下水）を利用
し、ランニングコストを抑え災害時にも自家発電
装置により48時間以上自立可能な建物となりま
した。
　Ａ館との接続部には、ガラス張りのカーテン
ウォールを施し、開放感のあるラウンジを各階に
設け、学生が寛げるスペースを確保しました。

　１階は、学生からの要望が多かったカフェ
「NORTH STAR CAFE Sarah」と、在学生が
異文化に触れ、留学生との交流の場となる「国際
ラウンジ」を設置しました。言語力の向上や国際
的視野養成の場として活用されています。

　２階は、学生同士の個別学習や協働学習のた
めの施設としてラーニング・コモンズを設置しま
した。施設内には、様々な学びのスタイルに対応
した特徴的な６つのエリアがあり、充実したＩＣ
Ｔ機器も備えられています。

　学習サポートデスクには、専属のスタッフや
「北星ピア・サポーター」（在学生から選ばれた
学生スタッフ）が常駐し、学習に関するアドバイ
スを行うなど、学生へのさまざまなサポートを行
っています。

C館4階　C400教室 学生がくつろげるスペース　C館4階　ラウンジ

北門

カバードウォーク

C 館
正門

センター棟

整備された大谷地キャンパス　2016年 5月撮影サイクリングロード

※北星学園大学図書館は、同窓生の方も
ご利用いただけます。ご利用の際は、身
分証明書と写真（３㎝×３㎝）をお持ち
になり、図書館カウンターへ直接お越し
ください。当日より図書の貸し出しを受
けることが出来ます。
　詳しい利用方法や開館日程は、ホーム
ペ ー ジ（http://library.hokusei.ac.jp）
の「利用案内」をご確認ください。
　ご不明な点は、お気軽にカウンターで
お尋ねください。

　同窓会から在学生への還元事業として図書館への図書寄贈を毎年行っています。寄贈図書の選定は、
在学生へのアンケートを実施した上で行っていますので、在学生が読みたい図書や親しみやすい図書
となっています。今年度の寄贈図書（抜粋）は、次の通りです。

2015 年度 同窓会寄贈図書決定！
短期宿泊プログラム協力ファミリー
ホストファミリー
　北星学園大学では交換留学生のホストファミリーを募集しております｡
　受け入れていただくのはアメリカとカナダからの留学生ですが、英語は必ずしも
条件ではありません。受け入れ期間は１学期（およそ 13 週間）で、その間の食住
費として一定額の補助をさせて頂きます。多くの留学生が日本で一番印象に残っ
た体験としてホームステイを挙げています。ホストファミリーとして登録していた
だきますと、春と秋に受け入れについての照会を大学からさせていただき、ご都
合の良い場合には受け入れをお願いするというシステムになっています。
　また、イギリス、カナダ、スペイン、スイス、韓国、台湾、中国、インドネシアと
も交換留学しており、これらの交換留学生については、例えば、２泊３日の宿泊体
験プログラムなど実施する場合もありますので、合わせて募集しております。
　皆さんご家庭でも留学生を迎えて国際交流してみませんか？
　本学のホームページから国際教育センターのサイトをご覧になれます。
　ご協力をお願いいたします。

お問い合わせは下記のところまで・・・

北星学園大学　国際教育課
ホームページ：http://www.hokusei.ac.jp./international/homestay/

電話（代表）：（011）891－2731
 FA X：（011）895－2500

大募集！

 ・コロナ・ブックス (16 冊 )　図説古代エジプト文明辞典 

 ・プロフェッショナル：仕事の流儀 : 第 13 期
 ・ゴシップガール　シーズン１　セット 2
 ・Bones：骨は語る　シーズン　1 〜 9
 ・ジュラシック・パーク　コンプリートボックス
 ・マイ・インターン
 ・ゲド戦記：tales from Earthsea
 ・Wood job!：神去なあなあ日常
 ・図書館戦争：The last mission
 ・テルマエ・ロマエ　II
 ・戦争と人間
 ・あん

図　書

ＤＶＤ
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去
る
６
月
26
日
（
日
）
午
後
３
時
よ
り
Ｈ
Ｂ
Ｃ
少

年
少
女
合
唱
団
を
お
迎
え
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
69
人
の
シ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー
（
中
学
１
年
生
〜
高
校

３
年
生
）
が
整
然
と
ひ
な
壇
に
並
び
、
澄
ん
だ
歌
声

が
響
き
渡
る
と
同
時
に
チ
ャ
ペ
ル
の
時
間
も
動
き
始

め
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
日
本
の
曲
を
中
心
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　「
花
の
ま
わ
り
で
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
次
い
で
、

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
虹
と
雪
の

バ
ラ
ー
ド
」、
昭
和
34
年
神
津
善
行
作
曲
「
札
幌
の

空
」、
さ
ら
に
大
正
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
「
村
祭
」、

「
紅
葉
」
な
ど
の
札
幌
に
縁
の
あ
る
曲
に
加
え
、
小
学

校
、
中
学
校
で
習
っ
た
な
じ
み
深
い
曲
を
合
唱
し
、

懐
か
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
海
外
の
曲
を
中
心
に
ほ
ぼ
無
伴
奏
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
５
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
使
用
さ
れ
て
い
た

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
連
想
さ
せ
る
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｔ
Ｙ
Ｐ

Ｅ
Ｗ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」、
天
使
が
舞
い
降
り
て
き
そ
う
な

ほ
ど
し
っ
と
り
と
し
た
「
Ａ
ｖ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
」、

と
も
に
観
客
を
魅
了
い
た
し
ま
し
た
。

　「
太
陽
の
マ
ー
チ
」
で
は
指
揮
者
の
大
木
先
生
指
導

の
も
と
手
拍
子
で
会
場
が
一
体
と
な
り
、
最
高
潮
を

迎
え
た
形
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
美
し
く
澄
ん
だ
ハ
ー
モ
ニ
ー

に
た
だ
感
動
い
た
し
ま
し
た
」「
50
年
前
の
教
室
で
唄

っ
た
昔
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
何
と
合
唱
の
素
敵

な
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
を
打
た
れ
ま
し
た
」
な
ど
感

動
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

お願い

お問い合わせ・お申し込み先

講演会・コンサートの
申し込み方法について

工藤重典

工藤セシリア

H
B
C
少
年
少
女
合
唱
団

チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

同窓会プロジェクト設立20周年記念

工藤重典フルートコンサート「ウィーンの薫り」

クレメンティ　ソナタ　ト長調　作品２－３

モーツァルト　ソナタ　イ長調　K.305

クライスラー　愛の悲しみ

ドップラー　ハンガリー田園幻想曲  ほか

演奏予定曲目

　コンサート報告

各々の申し込み受付期間は下記のとおりです。
お間違いのないようお願いします。

①パイプオルガンコンサート

②西村  淳 講演会

③フルートコンサート  　　　
      

　「○月○日 ○○コンサート（または講演会）希望」

と明記のうえ、「氏名、電話番号、参加希望人数」をお

書きになり、ハガキ、ＦＡＸ、e-mail、又は電話（平日

9：00～17：00）にてお申し込みください。定員に

達し次第、受付を締め切らせていただきます。

　なお、小さなお子様（未就学児）の入場はご遠慮願

います。　

〒004－8631　札幌市厚別区大谷地西2丁目3－1

北星学園大学同窓会事務局　同窓会プロジェクト係
TEL 011－891－2731（平日9：00～17：00内にお願いします。）
FAX 011－896－8311
メール：dousoukai@hokusei.ac.jp
 
             お車でのご来場はご遠慮願います。

　　　　 公共交通機関のご利用をお願いいたします。

月　 日（月）

月　 日（火）

月　 日（月）

9

10

11

12

11

21

月　 日（金）

月　 日（金）

月　 日（金）

9

10

12

30

28

9

～

～

～

まで

まで

まで 日本が誇るフルート奏者工藤重典さんをお迎えして、クリスマスコン
サートを開催いたします。玲瓏で温かな音色と卓抜した技巧をどうぞ
お楽しみください。

工藤重典（フルート）
札幌生まれ。桐朋学園を経て、ランパルに師事し､
1979年パリ音楽院を首席で卒業。第2回パリ国際フ
ルートコンクールおよび第１回J･P･ランパル国際フ
ルートコンクール優勝。世界40か国以上で一流オー
ケストラと共演。現在、東京音楽大学、パリエコール
ノルマルほかで教授を務める。村松賞など多くの受
賞歴がある。

工藤セシリア（ピアノ）
仏リール生まれ。4歳よりピアノを始め、パリ国立地
方音楽院を経てパリエコールノルマルを2014年修
了。幼少よりスタンウェイコンクールなどさまざま
なコンクールに参加、そのほとんどで第１位を獲得
している。最近では、日本でも公演を行い、父工藤
重典の伴奏者として海外ツアーにも参加している。

プロフィール

演奏予定曲目

Ｄ．ブクステフーデ
プレリューディウム　ト短調　BuxWV.149

Ｊ．Ｓ．バッハ
トッカータ、アダージョとフーガ　ハ長調　
BWV.564

Ｐ．ヒンデミット
ソナタ　第2番

Ｊ．ブラームス
「11のコラール前奏曲」より

Ｍ．レーガー
序奏とパッサカリア　ニ短調　ほか

  保田紀子パイプオルガンコンサート

「ドイツ・オルガン音楽の伝統
         バロック～ロマン派～現代」

日 時：10月29日（土） 午後２時から
会 場：図書館棟4階Ａ教室
　　

  

西
村
　
淳  

講
演
会

日 時：10月2日（日）午後２時から
会 場：本学チャペル

元松本市音楽文化ホール専属オルガニスト
保田紀子さんをお迎えして、パイプオルガ
ンの名曲の調べをお届けします。

東京芸術大学楽理科、オルガン科卒業および
大学院修了。島田麗子、廣野嗣雄、秋元道雄の
各氏に師事。19 8 0年ドイツ政府給費生
（DAAD）として渡独し、フライブルク国立音
楽大学卒業。日本オルガニスト協会、日本オル
ガン研究会各会員。

「
知
ら
な
い
世
界
の
話
を
し
よ
う

　  

　 

〜
南
極
の
厳
し
い
自
然
と
人
間
模
様
と
食
〜
」

プロフィール

日 時：12月11日（日）午後２時から
会 場：本学チャペル

南
極
観
測
隊
の
食
卓
や
裏
話
な
ど
、知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
余

り
知
ら
れ
て
い
な
い
南
極
観
測
隊
の
実
際
の
様
子
を
臨
場
感

満
載
で
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、２
回
の
越
冬
生
活
で
起
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
プ
ニ
ン

グ
・
事
件
・
自
然
現
象
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

西 村　淳（にしむら　じゅん）
 

作家・南極料理人。1952年北海道留萌市生まれ。網走南ヶ丘高等学校卒業後、
舞鶴海上保安学校に入学。海上保安官として巡視船に勤務する。
第30次（1988年 1ー990年）と第38次（1996年 1ー998年）の2回、南極
地域観測隊に参加し、調理担当のひとりとして越冬隊に加わった。第 38 次隊
では、南極で最も低温な地域にあるドームふじ観測拠点（現在のドームふじ基
地）で越冬した。その後、舞鶴海上保安学校で練習船「みうら」の教官兼主任
主計士として後進の指導に当たった。現在、北海道赤十字看護大学非常勤講師、
災害 beatS 研究会スーパーバイザー、留萌市観光大使を務める。著書に『面
白南極料理人』シリーズ『身近なもので生き延びろー知恵と工夫で大災害に勝
つ』などがある。

本学同窓会と後援会が後援し、下記のコンサートと講演会を開催いたします。入場は無料です。
多くの方のお越しをお待ちしております。受付期間はそれぞれ異なりますのでご留意ください。
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「
学
内
外
を
問
わ
ず
様
々
な
分

野
で
活
躍
し
、
卒
業
後
も
同
窓
会

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
思

の
あ
る
学
生
」
を
募
集
条
件
と
し
、

今
年
も
同
窓
会
奨
励
生
を
募
集
い

た
し
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
自
己

推
薦
文
を
基
に
審
査
を
行
い
、
６

月
16
日
の
幹
事
会
の
承
認
を
経

て
、
３
名
の
学
生
を
同
窓
会
奨
励

生
と
し
て
採
用
を
決
定
し
ま
し
た
。

７
月
14
日
（
木
）
に
は
「
奨
励

金
授
与
式
と
奨
励
生
の
集
い
」
を

開
催
し
、
採
用
さ
れ
た
３
名
の
奨

励
生
に
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
集
い

に
は
、
田
村
信
一
学
長
、
松
倉
千
春

同
窓
会
長
、
同
窓
会
幹
事
や
過
年

度
奨
励
生
の
方
々
が
多
数
出
席

し
、
同
窓
生
と
在
学
生
と
の
貴
重

な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
今
年
採
用
さ
れ
た
奨
励
生
は
、

10
月
の
同
窓
会
懇
親
会
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
、参
加
者
に
紹
介
す
る

予
定
で
す
。
奨
励
生
の
今
後
の
活

躍
を
心
よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。奨励金授与式　参加者

 

同
窓
会
奨
励
生
と
し
て

　
　
社
会
福
祉
学
研
究
科
　
社
会
福
祉
学
専
攻

　    

博
士
課
程
2
年
　

青
陽
　
千
果

こ
の
た
び
は
同
窓
会
奨
励
生
に

ご
選
出
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
北
星
学
園
大
学

で
学
士
課
程
と
修
士
課
程
を
修
め

ま
し
た
。
修
士
課
程
で
は
勉
強
や

学
外
活
動
に
励
ん
で
成
果
を
残

し
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
貸
与

奨
学
金
全
額
を
、
特
に
優
れ
た
業

績
に
よ
っ
て
返
還
免
除
と
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
修
了
後
も
多
く

の
研
修
会
に
参
加
し
続
け
、
日
本

ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
学
会
の
全
国
研

修
会
を
は
じ
め
、
様
々
な
先
生
方

に
自
ら
の
事
例
を
検
討
い
た
だ
く

こ
の
度
は
同
窓
会
奨
励
生
に
選

出
い
た
だ
き
、幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

本
学
大
学
院
へ
進
学
し
、
早
１
年

半
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
学
業
に
加
え
、
大
学
院
論

集
や
、
指
導
教
員
で
あ
る
田
澤
先

生
と
の
共
著
論
文
と
、
積
極
的
に

論
文
を
執
筆
し
た
１
年
で
し
た
。

共
著
論
文
は
今
年
、『
ア
デ
ィ
ク

シ
ョ
ン
と
家
族
31
巻
２
号
』
へ
掲

載
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

修
士
２
年
と
な
っ
た
今
年
は
こ

れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、

　
今
年
度
の
同
窓
会
奨
学
生
に
選

ん
で
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
の
よ
う
な
小
さ
な

も
の
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
非
常
に

驚
い
て
い
ま
す
。
代
々
続
く
奨
学

生
の
一
人
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
昨
年
の
入
学
か
ら
半
年
間
は

少
々
目
標
も
進
路
も
な
い
ま
ま
の

生
活
が
続
き
ま
し
た
が
、
今
現
在

は
「
海
外
進
学
」
と
い
う
大
き
な

目
標
を
掲
げ
て
勉
学
や
国
際
的
な

活
動
へ
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
北
星

学
外
活
動
を
意
識
し
て
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
札
幌

市
の
相
談
支
援
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の

従
事
で
、
現
在
、
不
登
校
傾
向
の

あ
る
中
学
生
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
道
内
外
で
行
わ
れ
て
い
る
学

会
や
研
修
会
へ
も
積
極
的
に
参
加

し
、
自
己
研
鑽
に
勤
し
む
日
々
で

す
。卒

業
後
は
北
星
学
園
で
学
ん
だ

こ
と
を
胸
に
、
積
極
的
に
社
会
へ

還
元
し
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

に
い
た
か
ら
こ
そ
見
つ
か
っ
た
目

標
で
あ
り
、
こ
の
北
星
だ
か
ら
こ

そ
今
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と
、
北

星
の
国
際
的
な
環
境
を
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
現
時
点
で
は

他
の
先
輩
方
の
よ
う
に
大
き
く
目

立
っ
た
活
動
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
私
自
身
が
卒
業
後
に
海
外
に

進
学
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
入

学
し
て
く
る
後
輩
た
ち
に
一
つ
の

新
た
な
可
能
性
を
残
し
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

同
窓
会
奨
励
生
に

  

選
出
さ
れ
て

　
　
社
会
福
祉
学
研
究
科
　
臨
床
心
理
学
専
攻

　    

修
士
課
程
2
年
　
本
田
　
　
泉

  

初
め
の
一
歩

 

　
　
短
期
大
学
部
　
英
文
学
科

　          

　
　
2
年
　
坂
井
　
あ
い

2
0
1
6
年
2
月
1
日
〜
2
0
1
6
年
6
月
30
日
報
告
分

　
女
子
1
部
昇
格

◆
第
65
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

　
大
会 

兼 

第
2
回
全
日
本
学
生
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ

　
ル
ス
選
手
権
大
会
北
海
道
予
選

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
49
回
大
滝
杯
北
海
道
大
学

　
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
春
季
大
会

◆
第
35
回
東
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
大
学
選
手
権
大
会

◆
第
55
回
北
海
道
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　
選
手
権
大
会

◆
第
21
回
札
幌
リ
ー
グ

◆
平
成
28
年
度
第
43
回
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー

　
ル
春
季
リ
ー
グ

【
ピ
ー
ス
メ
イ
キ
ン
グ
聖
書
研
究
会
】

◆
北
海
道
Ｋ
Ｇ
Ｋ
月
例
会

【
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
】

◆
フ
ッ
ト
サ
ル
カ
レ
ッ
ジ
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
パ
ン
部
】

◆
ふ
う
せ
ん
ク
ラ
ブ
　
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

◆
月
寒
東
も
ち
つ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
大
通
公
園
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
　
　

　
テ
ィ
バ
ル

◆
雪
ま
つ
り

◆
ゴ
ミ
拾
い

◆
だ
い
・
ど
ん
・
で
ん
！
×
千
歳
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

　
モ
ー
ル
Ｒ
ｅ
ｒ
ａ

◆
エ
コ
フ
ェ
ス

◆
パ
ー
プ
ル
・
カ
フ
ェ

◆
さ
と
ら
ん
ど
　
苗
も
の
市

◆
あ
し
な
が
学
生
募
金
活
動

◆
あ
さ
ぶ
三
世
代
元
気
広
場

◆
ト
リ
ム
＆
ラ
ン

◆
も
な
み
学
園
分
校
　
運
動
会

◆
お
と
な
の
球
技
大
会

◆
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
】

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
マ
イ
ル
料
理
教
室

◆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
ま
つ
り

◆
も
み
人
ふ
れ
あ
い
祭
り

◆
社
会
福
祉
法
人
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
鍋
交
流
会

◆
ど
ろ
ん
こ
ジ
ュ
ニ
ア

◆
雪
ま
つ
り

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
マ
イ
ル
料
理
教
室

◆
た
ま
き
ち
ゃ
ん
を
救
う
会
　
募
金
活
動

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
マ
イ
ル
　
ア
ー
ト
教
室

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
マ
イ
ル
　
料
理
教
室

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
幌
園
お
買
い
物
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
マ
イ
ル
ア
ー
ト
教
室

◆
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

◆
社
会
福
祉
法
人
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス 

ノ
ル
ベ
サ
企
画

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
マ
イ
ル
料
理
教
室

◆
も
み
じ
台
「
お
は
な
し
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

◆
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
　
企
画
会
議

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
マ
イ
ル
　
ア
ー
ト
教
室

◆
九
十
郎
ハ
イ
ム
　
焼
肉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
幌
園
お
買
い
物

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

◆
鹿
島
オ
ー
プ
ン

◆
１
年
生
大
会

【
陸
上
競
技
部
】

◆
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大
会

◆
北
海
道
学
連
競
技
会
第
2
戦

◆
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
豊
平
川
マ
ラ
ソ
ン

◆
北
海
道
学
連
競
技
会
第
1
戦

◆
第
68
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
対
校

　
選
手
権
大
会

◆
第
68
回
小
樽
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

◆
北
海
道
学
連
中
距
離
協
議
会
第
一
戦

◆
第
36
回
千
歳
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
マ
ラ
ソ
ン

【
Ｈ
Ｉ�

Ｃ
】

◆
留
学
生
と
の
交
流

【
Ｎ
Ｍ
Ａ
】

◆
冬
期
定
期
演
奏
会

◆
追
い
出
し
コ
ン
サ
ー
ト

◆
新
歓
ラ
イ
ブ

【N
orth Star Bible C

lub

】

◆
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り 

ｉｎ 

川
下
公
園

【
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
】

◆
第
21
回
大
学
生
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
旭
川
大
会

【
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ぽ
ら
り
す
．】

◆
Ｎ
ｅ
ｗ
　
Ａ
　
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ
・
7

◆
第
29
回
ハ
モ
サ
ツ

◆
ぽ
ら
り
ず
む
2
0
1
6

◆
新
歓
ラ
イ
ブ

◆
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト 

ｉｎ 

ア
リ
オ
札
幌

◆
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り 

ｉｎ 

川
下
公
園

　
〜
リ
ラ
ラ
イ
ブ
〜

◆
お
ひ
ろ
め
ラ
イ
ブ

【
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
学
生
連
盟
春
季
オ
ー
プ
ン
戦

【
映
画
研
究
会
】

◆
シ
ネ
マ 

ｄｅ 

ポ
リ
ス

◆
第
4
回
小
樽
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン

◆
上
映
会

【
演
劇
サ
ー
ク
ル
】

◆
2
0
1
6
年
度
演
劇
サ
ー
ク
ル

　
新
入
生
歓
迎
公
演

【
演
舞
同
好
会
】

◆
雪
ま
つ
り
　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

◆
入
学
式
で
の
演
舞

◆
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

【
お
と
し
よ
り
研
究
会
】

◆
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
弓
道
部
】

◆
第
12
回
50
射
会

　
男
性
の
部

：

第
2
位
・
竹
内
　
慧

◆
札
幌
近
郊
大
学
女
子
対
抗
戦

◆
北
海
道
弓
道
大
会

◆
全
日
本
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　
個
人
戦
予
選

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆
後
期
新
人
戦
・
Ｏ
Ｂ
杯

◆
北
楡
杯

◆
8
種
目
戦

【
軽
音
楽
部
】

◆
2
月
ラ
イ
ブ

◆
追
い
コ
ン
ラ
イ
ブ

【
剣
道
部
】

◆
札
幌
市
厚
別
区
剣
道
連
盟
剣
道
祭 

兼 

札
幌
市

　
厚
別
区
剣
道
連
盟
選
手
権

　〈
団
体
戦
Ａ
グ
ル
ー
プ
〉

　
　
準
優
勝

　〈
一
般
男
子
の
部
〉

　
　
準
優
勝

：

五
十
嵐
裕
貴

◆
第
31
回
北
海
道
女
子
剣
道
段
別
選
手
権
及
び
第

　
62
回
北
海
道
剣
道
段
別
選
手
権
厚
別
区
予
選
会

　
男
子
三
段
の
部

：

優
　
勝
　
畠
中
　
駿

　
男
子
三
段
の
部

：

準
優
勝
　
横
田
琢
巳

◆
第
62
回
北
海
道
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
及
び

　
第
43
回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

【
硬
式
野
球
部
】

◆
札
幌
学
生
野
球
　
春
季
リ
ー
グ
戦

【
サ
ウ
ン
ド
ガ
レ
ー
ジ
】

◆
新
歓
ラ
イ
ブ

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

◆
総
理
大
臣
杯

◆
知
事
杯

◆
学
生
リ
ー
グ
Ｉ
リ
ー
グ

【
茶
道
部
】

◆
卒
業
茶
会

◆
学
校
茶
道
交
流
茶
会

◆
留
学
生
茶
会

【
社
会
福
祉
研
究
会
】

◆
社
会
問
題
と
福
祉
を
考
え
る
会

【
写
真
部
】

◆
札
幌
圏
大
学
合
同
写
真
展
Ｅ
Ｘ
展

◆
北
星
学
園
大
学
写
真
部
卒
業
写
真
展

【
手
話
サ
ー
ク
ル
】

◆
学
習
会

【
準
硬
式
野
球
部
】

◆
春
季
2
部
リ
ー
グ

【
障
が
い
者
福
祉
研
究
会
】

◆
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
長
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
吹
奏
楽
部
】

◆
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｏ
大
谷
地
店
　
コ
ン
サ
ー
ト

◆
イ
マ
ジ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

◆
卒
業
式
で
の
学
歌
の
演
奏

◆
入
学
式

◆
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◆
レ
ラ
で
の
演
奏

◆
サ
ン
ピ
ア
ザ
コ
ン
サ
ー
ト

◆
大
学
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆
ラ
イ
ラ
ッ
ク
祭
り

【
ス
キ
ー
部
】

◆
サ
ロ
モ
ン
カ
ッ
プ
基
礎
ス
キ
ー
大
会

◆
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
　
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
ッ
プ

◆
北
海
道
学
生
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

【
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
流
】

◆
流
グ
ラ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

◆
第
45
回
春
の
紅
白
試
合

【
卓
球
部
】

◆
平
成
28
年
度
北
海
道
春
季
学
生
卓
球

　
選
手
権
大
会

◆
第
85
回
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権
大
会（
団

　
体
の
部
）
北
海
道
予
選
兼
第
48
回
会
長
杯
争
奪

　
卓
球
大
会

【
チ
ア
ダ
ン
ス
部
】

◆
Ｍ
！
Ｃ
Ｓ

【
軟
式
庭
球
部
】

◆
総
季
イ
ン
ド
ア
大
会

◆
第
48
回
春
季
北
海
道
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

◆
第
48
回
北
海
道
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

【
軟
式
野
球
部
】

◆
北
海
道
地
区
大
学
軟
式
野
球
連
盟
　

　
第
23
回
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

◆
北
海
道
地
区
大
学
軟
式
野
球
連
盟
新
人
戦

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
会
長
杯

◆
第
66
回
北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
春
季

　
選
手
権
大
会

【
羽
球
部
】

◆
第
58
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

　
女
子
2
部
リ
ー
グ
　
優
勝

　
　

機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
う

し
た
日
々
の
中
で
、
さ
ら
に
勉
強

に
励
む
機
会
を
得
た
い
と
考
え
、

昨
年
博
士
課
程
に
入
学
し
ま
し

た
。
本
学
は
他
大
学
と
比
べ
て
、

大
学
の
つ
な
が
り
を
中
心
と
し
た

継
続
的
な
勉
強
会
等
が
少
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
機
会

を
持
つ
た
め
に
も
、
同
窓
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
秋
の
風
を
感
じ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
今
号
は
、
札
幌
や
各
支
部
で

開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
か
ら

近
い
支
部
の
総
会
・
懇
親
会
に

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
し
く
な
っ
た
大
谷

地
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
公
開

講
座
や
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
、
大
学
祭
、
チ
ャ
ペ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
が
随
時
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
整
備
さ
れ
た
大

谷
地
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

〈
同
窓
会
事
務
局
　
西
藤
〉

編集後記

北星学園大学同窓会事務局
TEL：011− 891− 2731  FAX：011− 896− 8311　e-mail：dousoukai@hokusei.ac.jp
同窓会ホームページ：http://www.hokusei.ac.jp/alumni_association/
　　　　　　　　 ※ホームページから住所変更ができるようになりました。

〒 004 ー 8631 札幌市厚別区大谷地西 2 丁目 3−1  

　　　　　　　　会員の皆様や同窓生のご友人・ご家族でお名前、ご住所、勤務先を変更

　　　　　　　された場合は、ホームページ・E-mail・FAX・はがきまたは電話にて同窓

会事務局までお知らせください。なお個人情報は同窓会活動以外には使用いたしません。

　 同窓生同士の繋がりが同窓会活動を支えていますのでご協力をお願いいたします。　

〜お願い〜

今年度採用された奨励生　
左：坂井さん　中央：本田さん　右：青陽さん


